
基調講演　13:15-13:45

「病気であっても病人ではない〜社会構築を目指す〜」

　　順天堂大学名誉教授

　　日本地域医療連携システム学会理事長

　　　　樋野　興夫　先生
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主催　NPO法人三方よし研究会

大会長　三方よし研究会実行委員長
　　　　　　花戸　貴司

三方よし研究会地域公開講座第8回

2025年3月16日（日）
13:00〜16:00

会場　あかね文化ホール
滋賀県東近江市市子川原461-1

主講演　　13:45-14:45

　「住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために

　　〜三方よし研究会と地域の取り組み〜」

　　　東近江永源寺診療所所長

　　　　花戸　貴司　先生

 

プログラム

地域活動報告　14:55-15:45

・蒲生地区　「おたがいさん蒲生」

・愛東地区　「学生カフェFika」

 

問い合わせ先　三方よし研究会実行委員会　clinic.eigenji@gmail.com

事前申込不要・どなたでも参加可



東近江市永源寺診療所　所長
1970年滋賀県長浜市生まれ。
1995年自治医科大学医学部卒業
1997年湖北総合病院小児科
2000年永源寺町国保診療所（現・東近江市永源寺診療所）所長。
永源寺診療所では内科・小児科・整形外科などのプライマリ・ケア外来の他、
訪問診療・訪問看護も積極的に行っている。
保健・医療・福祉が連携した地域包括ケアはもちろん、
さらに広く地域の人たちがつながりあう地域まるごとケアに取り組んでいる。
 

日本小児科学会認定専門医　日本プライマリ・ケア連合学会認定指導医
滋賀医大非常勤講師
三方よし研究会　実行委員長
医学博士　東近江医師会副会長
2015年11月 京都新聞大賞　教育社会賞　受賞
2016年11月 やぶ医者大賞　受賞
2017年11月  糸賀一雄記念未来賞　受賞
2017年11月  東近江市教育委員会　功労賞　受賞
2017年12月​  生協総研賞　特別賞　受賞
 

著者「ご飯が食べられなくなったらどうしますか　〜永源寺の地域まるごとケア〜」
 ​​　　　農山漁村文化協会　文：花戸貴司、写真：國森康弘
 「最期も笑顔で」 朝日新聞出版
 

講師紹介

花戸貴司　先生

1954年、島根県生まれ。医学博士
米国アインシュタイン医科大学肝臓研究センター、
Fox Chase Cancer Center、がん研究所実験病理部長などを経て
2003年から順天堂大学医学部病理・腫瘍学教授に就任。
2008年、がん患者と医療現場との『隙間』を埋めるべく『がん哲学外来』を開設。
日本病理学賞/高松宮妃癌研究基金学術賞
新渡戸・南原賞/東京都医師会グループ研究賞/保健文化賞
日本対がん協会「朝日がん大賞」/日本癌学会「長與又郎賞」などを受賞。 
主な著書に『がん哲学』、
「明日この世を去るとしても、今日の花に水をあげなさい』
『がん細胞から学んだ生き方』
『なぜ、こんな目にあわなければならないのか』、
『新渡戸稲造 壁を破る言葉』など多数。
               
所属学会：日本癌学会（理事歴任）、日本病理学会（理事歴任）、
第99回日本病理学会総会会長、日本遺伝性腫瘍学会 名誉理事長、
がん哲学外来 名誉理事長、日本Medical Village学会理事長、
日本地域医療連携システム学会理事長 等

樋野興夫　先生


